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はじめに

催眠については様々な意見や考え方が存在する。催眠はとても有効なもので

あるという人から催眠など存在しないと言い切る人までいろいろな人がその人

独自の考え方をもっている。しかし、その歴史を振り返ると催眠は流行と忘却

の繰り返しとなっていることが分かる。また、それぞれの時代の人々からは信

頼と不信をもって受けいられていたことも分かる。これは現代も変わらな
い状

況だといえる。まずはその歴史的背景から展開して行くことにする。

催眠の歴史的背景

◎古代から近世

催眠はかなり最古の時代から存在したものと言われている。
エジプト、ギリ

シャの時代の古代には祈祷師や僧侶、神官によちて宗教的な儀式に用いられて

いたという記録がある。

中世になって忘れ去られていた催眠は近代になって再び脚光を浴びる
ことに

なる。18世紀後半になってやっと催眠を科学的研究の対象とするきつかけに

なったのはメスメル (‖esmer,FA:1734-1815)である。

メスメルは催眠現象を「動物磁気」と呼び、それは宇宙には人間の役に立
つ

目に見えぬ気体が満ちあ
=、
れていて、それが人体に注入されると、どんな病気

でもいやされる、と説 く複雑な理論を打ち立てた。メスメルは当時の
パリにお

いて不治の病と見なされていた患者を何人か治癒させて脚光を浴びて
いた。そ

の当時のフランス政府は調査委員会を設置して、「動物磁気説」の検討に乗り

出した。

その結果、「動物磁気説」は否定されて排斥された。そしてメスメルは信用

を失いオーストリアに戻って、失意のうちに死亡した。今日ではメスメル
の説

は「動物磁気説」の他に「 メスメリズム」とも呼ばれて
いる。

その後、1840年 代になってスコットランドAの ブレイド(Braid,」 )は科

学的研究の結果メスメリズムを否定した。また、凝視法と暗示の技法を考案し

広め定型的な催Π民誘導法のきっかけとなった。

1890年、フロイト(Freud,S)は 当時盛んだった催眠研究に興味をもち
フランスを訪れた。しかし、彼は催眠誘導法が未熟だったらしく(当時は威圧的

な誘導法が主であったため)効果を見ることがなかった。そしてフロイトは催

眠を捨て精神分析学を創設していった。いまでは精神分析を主とする人たちの

中には催眠について理解を示さない人が存在するのはこのためだと考えられる。
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◎現代における催眠‐       
‐             ■ |

1 現代の催眠研究は催眠現象の解明lごとどまる事なく、心理療法の発展にも貢

献している。           |
20世紀になってアメリカの行動主義者ハル (ntH,c.L.11884,1952)や ス

タンフォード大学のヒルガァド (lilgard,E`R.)と いった科学的な実験のため
.に
規格化された方法で催眠誘導して催眠深度や催眠現象を研究する人々が登場

してきた。   1                      -
また、アイゼンク(3vsenct:E.J.)や ウキルピ (7olpe,J・ )は臨床的研究と

実験研究の両方を繊り交ぜながら「行動療法」の確立に役立てたと考えられる。

一方、′ヽルの講演を学生時代に聴いて催眠に興味をもち独自の催眠研究を進

めていったエリク

'シ

(Ericks6n,1.1.:1901-1980)は ハルの定型的な催眠誘

導はその人個人の個性を無視したものだという考えを持ち、その人個人に合わ

せた独特な催眠誘導法を確立していった:それは現代のアメリカの心理療法に

影響を及ぼしている (※詳しくは「ブリーフセラピーとは」参照)。 そのなか

でもエリクソンとの交流や討論を通して多大な影響を受 lォたといつている家族

療法家の、イリァ (Haley,J)は「会話によるトランス誘導を強調することで

催眠を人と人とめ蘭あある特殊なコミニニケニションの型」として再定義した。

おわりに

今日では、コミニュケーションという立場から催眠を取り上げることは心理

療法への応用性の広さがら催眠が見直されつつある。
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